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健康科学部 作業療法学科

■ 研究業績等 研究の概要

研究の詳細

【著書】
・  著書  『作業療法キャリア教育テキス
ト～大学生になる，作業療法士にな
る～』 （共著）:2021/03

【論文】
・  学術論文  「臨床実習形態の移行期に
作業療法臨床参加型実習に関与した
人々の実態 ―Kuhn のパラダイム転
換論の視点からの考察―」 リハビリ
テ ー シ ョ ン 教 育 研 究 （ 共
著）:2022/03

・  学術論文  「中年期知的障害者の母親
世代の課題：母親らの語りの分析か
ら」 対人援助学研究 9:55-66 （単
著）:2020/11

・  その他論文  「Gunzburg のパーソナ
ライゼーションからみる知的障害者
のノーマライゼーション」 社会問題
研 究 和 泉 出 版 印 刷 株 式 会 社 
69(148):81-91 （単著）:2020/02

【学会発表】
・  COVID-19 下の社会的隔離における
高齢者の認知機能への影響に関する
文献研究―作業療法における今後の
展望―（第 55 回日本作業療法学
会）:2022/09/17

・  作業療法参加型臨床実習における当
事者らの課題：作業療法学会報告の
分析（第 34回全国リハビリテーショ
ン教育研究大会）:2021/10

・  Intergenerat ional exchange 
among a family member of a 
m i dd l e - a g ed  pe r s on  w i t h 
intellectual disability: from the 
analysis of their life stories（2nd 
COTEC-ENOTHE CONGRESS 
2020）:2021/09

高齢化する障害者の家族間の関係を探る

障害者　家族　ライフストーリー　世代継承性　質的研究キーワード

□研究・技術のプロセス ■研究事例 □研究成果 □使用用途・応用例 ■今後の展開

　本研究はErikson（1959）による世代継承性※を理論的背景として、長期にわたり精神科に入院
している中高齢期知的障害者の母親ときょうだいを対象として、中高齢期知的障害者の家族の世代間
交流の特徴を明らかにしようとするものです。長い年月を経て形成される、障害者の家族間における
様々な課題を明らかにすることで、現在社会において大きな問題となっている、介護殺人やネグレク
トなど社会問題の改善に寄与できるのではないかとの考えのもとに、研究を進めています。

※世代継承性：  両親、自分、子、孫の世代間で、個人の人生における課題の受け渡しを行うこと。世
代継承性の獲得は、Erikson による心理社会的発達段階の中年期に相当するが、高齢
期にもあると言われている。

　障害者が年齢を重ねることで、障害者自身のみならず、生活を共にする家族もしくは障害者と離れ
て過ごす家族も、精神的、身体的負担は年を経るごとに蓄積されていくと考えられます。しかし、障
害者と家族の関係性に起因する問題は対外的には認知されづらく、介護殺人やネグレクトなどで表面
化することも多くあります。
　そこで、障害者本人とのあゆみが、親、きょうだいの人生にどのような影響を与えたか、また障害
者と親、きょうだいが共に生きていく中で、家族がどのような事に関心を示し、関係を持っているか
などの状況を調査しています。具体的には、インタビュー内容の逐語化と、 KJ法を用いたインタビュー
結果の分類・分析を経て、中高齢期知的障害者をもつ家族の世代間交流を可視化していきます。
　このような調査から、中高齢期知的障害者をもつ家族の世代継承性の獲得の態様を明らかにし、そ
こから見える問題にスポットを当てながら、解決策を模索していきます。

ご連絡窓口 京都橘大学リエゾンオフィス（学術振興課）　TEL：075-574-4186　E-mail：aca-ext@tachibana-u.ac.jp

産学官連携先に向けた

アピールポイント

対応可能なもの □講演 □研修 ■研究相談（学術指導）　□学術調査 ■コメンテーター　□共同研究・受託研究

・  障害者を抱えた家族の困難や葛藤、ニーズを明らかにして、
障害者の家族に関する社会問題の解決の一助としていきます。
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